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□福祉部   ○高齢者送迎支援に対する新しい体制づくりの協議 

       ○災害対応講習会への参加 

□農商推進部 ○ゆき軽トラ掘り出し市の開催 

       ○防草ネット実証実験 

       ○ウッドチッパー貸し出し 

       ○有害鳥獣対策（動物駆逐用花火安全講習会） 

□地域づくり部 ○移住定住促進（空き家バンク登録物件視察） 

        ○文化財ガイドマップ作製準備 

□ゆきなび（生涯学習）部 ○「にしかわ化石館」の開館（令和３年１０月４日） 

       ○ドローンによる２神社撮影 

       ○文化イベントの開催 

       ○大人の教室・ゆきキッズの開催 

□分室「にしかわ」運営 ○毎週、月・水・金（１１：００～１９：００） 

       ○「小さな展示室」（展示会の開催） 

□広報紙発行 ○「ゆきの灯り」１２回発行 

□まちづくり活動支援 ○協働のまちづくり事業への助成 

 

ま
た
、
油
木
地
区
へ
の
移
住
・
定
住
や
「
い
ち
ば
」
を

中
心
と
し
た
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
の
方
策
も
継
続

し
て
い
き
ま
す
。 

 

生
涯
学
習
部
会
で
は
、
化
石
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進
と
と
も
に
、「
神
儀
」「
神
社
」
等
の
映
像
保
存
や
、

新
た
な
計
画
と
し
て
、
油
木
地
区
在
住
の
先
人
が
遺
さ
れ

た
「
絵
画
」「
彫
刻
」
等
の
作
品
を
整
理
・
展
示
を
行
う
文

芸
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
芸
術
文
化
の
伝
承

に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

ゆ
き
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
や
大
人
の
教
室
等
も
住
民
ニ
ー
ズ

を
取
り
込
み
な
が
ら
、
現
代
的
・
社
会
的
課
題
に
応
じ
た

学
習
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。 

 

今
年
度
も
、
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
と
手
厚
い
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

私
こ
と
、
６
年
間
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
至
ら
ぬ
こ
と
ば
か
り
で
ご
迷
惑
を
か
け
て
き
た

と
思
い
ま
す
が
お
許
し
く
だ
さ
い
。
今
後
は
、
新
セ
ン
タ

ー
長
の
も
と
で
油
木
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
の
益
々
ご
発
展

と
、
油
木
地
区
住
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
て
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

令和３年度通常会計収支決算報告 

収入の部        （単位：円） 

前年度繰越金 ５，４６０，２４５ 

町交付金 ２７，２１８，０００ 

町補助金 １１，１３５，４０１ 

負担金・雑収入など ２５７，６３５ 

繰越金 １５０，０００ 

合計 ４４，２２１，２８１ 

支出の部 

振興会補助・助成 １０，１４４，０００ 振興会長報酬・振興会運営補助金・振興会活動助成金 

職員人件費・福利厚生費 ８，６９６，３２３ 職員人件費・福利厚生費 

報酬・手当 ８０５，０００ 役員報酬・活動手当 

旅費・交通費 ３，９００ 出張費 

その他経常費 ６７６，４５８ 消耗品・通信運搬費・使用料 

事業費 ０ 福祉部 

２５２，３２０ 農商業推進部 

６４，０７０ 地域づくり部 

３，４２１，２２３ 生涯学習（ゆきなび）事業部 

「にしかわ」運営費 １，０８４，０２５ 化石展示室維持費等 

事業負担金 ３８，２８２ 支援センター合同イベント 

備品購入 ８４，６２１ デジタルカメラ・ラミネーター等 

補助金・助成金 １２，７４２，００１ 協働のまちづくり事業・花いっぱい運動・建設事業補助  

ふるさとまつり運営費 ０  

交際費 ０ 謝礼・慶弔見舞金等 

予備費 ０  

繰出金 ０  

合計 ３８，０１２，２２３  

 

 

「にしかわ化石館」開館除幕式 

（１０月４日） 

 

 

令
和
４
年
４
月
２８
日
、
油
木
協
働
支
援

セ
ン
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
今
岡
一
憲

が
着
任
し
ま
し
た
。 

 

今
後
と
も
本
セ
ン
タ
ー
の
事
業
推
進
に

つ
い
て
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 
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ゆ
き
の
灯
り 

 

依
然
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
に
晒
さ

れ
な
が
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
議
や
行
事
な
ど
が
少
し

ず
つ
戻
っ
て
い
ま
す
。 

平
素
か
ら
、
油
木
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
並
び
に

事
業
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
今
で
は
、
役
員
と
事
業
チ
ー
ム
の
連
携
が
大
方
の
と

こ
ろ
で
噛
み
合
い
、
本
来
の
住
民
主
導
の
「
ま
ち
づ
く
り
」

の
形
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。 

令
和
３
年
度
で
は
、
何
と
い
っ
て
も
「
に
し
か
わ
化
石

館
」
の
開
館
と
い
う
、
油
木
地
区
民
に
と
っ
て
長
年
の
願

い
が
叶
っ
た
瞬
間
で
し
た
。
西
川
功
氏
が
生
涯
を
か
け
て

研
究
・
蒐
集
さ
れ
た
全
国
的
に
も
貴
重
な
化
石
・
鉱
物
や

そ
の
功
績
を
、「
神
石
高
原
町
の
宝
」
と
し
て
後
世
に
遺
し

て
い
く
と
い
う
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
の
後
も
順

調
に
そ
の
意
義
と
目
的
に
沿
っ
て
推
移
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
は
ま
だ
ま
だ
効
果
的
な
活
用
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。 

農
商
推
進
部
会
で
は
、「
油
木
百
彩
館
」
に
つ
い
て
協
議

し
、
提
案
し
て
い
く
計
画
で
す
。
ま
た
、「
油
木
百
彩
館
」

を
中
心
と
し
た
賑
わ
い
の
創
出
と
し
て
「
ゆ
き
軽
ト
ラ
掘

り
出
し
市
」
を
秋
に
開
催
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
農
村
環

境
保
全
活
動
と
し
て
現
在
検
証
試
験
を
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
後
半
に
は
防
草
ネ
ッ
ト
利
用
の
支
援
制
度
を
つ
く

り
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

 

福
祉
部
会
で
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
ま
め
豆
ク
ラ
ブ
等
、

高
齢
者
の
方
々
が
集
ま
る
場
へ
の
交
通
費
の
支
援
策
を
制

定
し
ま
す
。 

 

地
域
づ
く
り
部
会
で
は
、
地
域
情
報
チ
ー
ム
が
中
心
と

な
り
、
油
木
を
中
心
と
し
た
文
化
財
を
ま
と
め
た
１２０
ペ
ー 

ジ
程
度
の
「
文
化
財
紹
介
冊
子
」
の
制
作
を
行
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
油
木
地
区
へ
の
移
住
・
定
住
の
促
進
や
、「
い
ち 

令和４年度油木協働支援センター通常総会は４月２８日に開催され、構成員の

３分の２の出席があり、議案が賛成多数ですべて承認されました。 

  

  

 

「
に
し
か
わ
化
石
館
」 

（
油
木
小
訪
問

１０
・

１５
） 

－令和３年度 主な事業報告－ 

令和４年度 通常総会（４月２８日） 

「
軽
ト
ラ
掘
り
出
し
市
」 

（

１１
・
３
） 

「
文
化
イ
ベ
ン
ト
」 

（
小
野
天
徳
寺

１２
・
５
） 

「
空
き
家
現
地
視
察
」 

（
２
・
２３
） 
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先人たちが遺された、「絵画・彫刻等」の「芸術作品」にス

ポットをあてませんか？ 

油木地区の「文化遺産」に改めて敬意を表し、「地域を学ぶ」 

第一歩を踏み出しましょう！   問合せ：油木協働支援センター 

 

 

 

 

□福祉部    

  生活に根差した支援事業を包括的に協議し、実践する。 

  ○高齢者支援  ○自主防災活動（地産地防プロジェクト） 

□農商推進部  

  地域農産物の安定的な販路を確保し、特産品開発の推進を支援す 

る。また、福祉部と連携して、農産物の確保と買物難民の支援事 

業を模索実践する。 

農地保全対策として、担い手の労働力不足対策と鳥獣害対策を行 

う。また、地域の景観保全を行う。 

○百彩館の誘客協力・開発補助  ○農地保全対策 

○景観美化活動 

□地域づくり部 

  油木地区の空き家の譲渡や賃借を推進し、移住者の増加につなげ、 

  移住定住を促進するため、地域情報を集約してガイドブックを作 

成する。 

「いちば」において、住民が自由に集まる場所と機会を創出する。 

○移住・定住促進  ○「いちば」周辺の賑わい創出 

○地域情報の収集 

□ゆきなび（生涯学習）部 

  趣味・教養に関する講座等だけでなく、現代的・社会的課題に応 

じた学習を充実させる。 

○ゆきキッズクラブ・大人の教室  ○伝統文化伝承 

○文化イベント開催  ○化石魅力化プロジェクト 

○文芸復興プロジェクト 

□分室「にしかわ」運営 

  談話室としての利用を維持促進するとともに、さらなる利用方法 

  の拡大を図る。また、住民主体の企画展を開催する。 

□その他の事業 

  広報紙の発行  協働のまちづくり事業への助成 

令和４年度通常会計収支予算 

収入の部        （単位：円） 

前年度繰越金 ６，２０９，０５８ 

町交付金 ２７，１７９，０００ 

町補助金 １１，１６１，００１ 

負担金・雑収入など ４３１，９４１ 

繰越金 １５０，０００ 

合計 ４５，１３１，０００ 

支出の部 

振興会補助・助成 １０，１４４，０００ 振興会長報酬・振興会運営補助金・振興会活動助成金 

職員人件費・福利厚生費 １０，７００，０００ 職員人件費・福利厚生費 

報酬・手当 ９００，０００ 役員報酬・活動手当 

旅費・交通費 １００，０００ 出張費 

その他経常費 ７７０，０００ 消耗品・光熱費・通信運搬費・使用料 

事業費 １５０，０００ 福祉部 

１，４００，０００ 農商業推進部 

３００，０００ 地域づくり部 

３，６５０，０００ 生涯学習（ゆきなび）事業部 

「にしかわ」運営費 ２，９２０，０００ 化石展示室維持費等 

事業負担金 ５０，０００ 支援センター合同イベント 

備品購入 ２１０，０００  

補助金・助成金 １２，５９１，００１ 協働のまちづくり事業・花いっぱい運動・建設事業補助  

ふるさとまつり運営費 １，０００，０００  

車維持・管理費 １２０，０００ 車検・保険料 

交際費 ２０，０００ 謝礼・慶弔見舞金等 

予備費 １０５，９９９  

繰出金 ０  

合計 ４５，１３１，０００  

 

地域おこし協力隊として、赤迫瑠奈さんが 4 月１日に 

着任しました。油木協働支援センターを拠点に、主に 

「地域伝統文化」の調査・整理・記録（デジタルアー 

カイブ）等に携わります。よろしくお願いします。 
 

桜風景（シルバー人材センター前４月） 

 

 

－しつけ 正しいしつけは子どもへの大切な贈り物です－（参考：鹿児島県教育委員会社会教育課「かごしま家庭教育ナビ」） 

                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

                                    

                                  

                                  

                                  

                                  

                                   ☆地域で子どもを見守り育てましょう（油木協働支援センター） 

●あいさつ  朝、必ず親にあいさつをする子にすること 

あいさつは、人と人とのコミュニケーションにとって必要不可欠なものです。あいさつがき

ちんとできる子に育てることは子どもの将来を見据えた大切なしつけです。 

 

 

 

 

 

●返事  親に呼ばれたら必ず「ハイ」とはっきり返事のできる子にすること 

 「ハイ」と返事をした以上、「知らなかった」「聞こえなかった」という言い訳ができなくなり

ます。この「ハイ」という返事のしつけは、子どもの責任感を育むことにもつながります。 

●履き物を揃える  履き物を脱いだら必ず揃え、席を立ったら必ず椅子を入れる子にすること 

  脱いだ履き物を揃えることは、後始末をきちんとして次の準備をすることです。このこと 

  が「お金のしまり、人間のしまり」にも影響するそうです。 

 

－令和４年度 主な事業計画－ 

 

それは 

４０億年前から始まった… 

「油木のちょっといい話」を募集しています。 

心温まる話題を教えてください。 問合せ：油木協働支援センター 
 「にしかわ化石館」は、故西川功氏が独学で研究・蒐集された７，０００点

にも及ぶ「化石・鉱物類」の一部を展示公開しています。 

展示物の中には「オキナワアナジャコ」等、全国的にも貴重な化石も含まれ

ており、神石高原町の「生涯学習/社会教育の拠点・ 

情報発信基地」として、開館以来町内外から多くの方 

が来館されています。（１０～３月 町内２９５名、町外１４４名） 

開館 毎週：月・水・金

(11:00～19:00) 

      祝日休日は閉館 

 －入場無料－ 

神石高原町油木乙 1797 

  油木協働支援センター 

分室「にしかわ」 

☏ 050-5535-0955 


